
ひ
と
が
輝
く
ま
ち

ひ
と
が
輝
く
ま
ち

広報 広報

Y
UZA

 T
ow

n Public Relations
Y

UZA
 T

ow
n Public Relations

の
今
月

話
題

44
令

和
₄

年
  N

o.734
令

和
₄

年
  N

o.734

令
和
4年
度
施
政
方
針

令
和
4年
度
施
政
方
針
		

２
P

２
P

令
和
令
和
44年
度
予
算
	

年
度
予
算
	

６６
PP

ゆ
ざ
町
の
ガ
ン
バ
ル［
企
業
編
］

ゆ
ざ
町
の
ガ
ン
バ
ル［
企
業
編
］ 		

８
P

８
P

ほ
か
ほ
か



2022. 4. 1 広報ゆざ ●  2

令和4年度 施政方針

オール遊佐の英知（町民力）を
結集したまちづくり施策

図
り
ま
す
。

五
つ
目
は
、
地
域
や
関
係
団
体
と
小
中

学
校
の
連
携
の
推
進
、
遊
佐
高
校
存
続
の

た
め
、
教
育
の
魅
力
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

産
業
振
興
と
多
彩
な
働
き
場
の
構
築

鳥
海
南
工
業
団
地
に
お
い
て
、
鳥
海
南

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
工
事
が
進
ん

で
お
り
、
雇
用
の
創
出
と
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
竣
工

し
た
金
龍
ウ
イ
ス
キ
ー
遊
佐
蒸
溜
所
で
、

第
１
号
と
な
る
ウ
イ
ス
キ
ー
「Y

U
ZA

 
First edition 2022

」 

が
発
売
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
、

企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

就
労
環
境
に
つ
い
て
は
、
関
係
組
織
と

協
力
し
、
町
内
企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
り
ま
す
。

－

所
得
の
向
上
と
後
継
者
育
成

－

商
工
業
振
興
及
び
創
業
、
起
業
支
援
に

「
働
き
場
、
若
者
、
賑
わ
い
　
い
き
い

き
ゆ
ざ
の
構
築
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

オ
ー
ル
遊
佐
の
英
知
（
町
民
力
）
を
結
集

し
、
引
き
続
き
、
遊
佐
町
の
さ
ら
な
る
発

展
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の

10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
遊
佐
町
総
合

発
展
計
画
（
第
８
次
遊
佐
町
振
興
計
画
）

に
つ
い
て
は
、
前
期
５
年
の
成
果
と
課
題

を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
に
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
後
期
５

カ
年
の
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
後
期
基
本
計
画
で
は
、
５
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
つ
目
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
施
策

に
取
り
入
れ
、
地
球
環
境
へ
の
貢
献
と
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

二
つ
目
は
、
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

タ
ウ
ン
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
官
民
連
携

調
査
事
業
の
結
果
に
基
づ
き
、
整
備
手
法

や
施
設
機
能
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討

に
入
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
小
学
校
統
合
後
の
空
き
校

舎
の
利
活
用
で
す
。
町
・
地
域
の
発
展
と

将
来
像
も
見
据
え
な
が
ら
、
公
共
施
設
の

適
切
な
管
理
を
行
う
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

四
つ
目
は
、
観
光
施
設
の
長
寿
命
化
で

す
。
中
長
期
的
な
視
野
か
ら
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
計
画
的
な
修
繕
に

努
め
、
関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
増
加
を

遊佐蒸溜所ウイスキー（㈱金龍）



3 ● 2022. 4. 1 広報ゆざ

つ
い
て
は
、
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

引
き
続
き
、
産
業
活
性
化
対
策
事
業
な
ど

を
充
実
し
、
創
業
者
支
援
に
努
め
ま
す
。

－

６
次
産
業
化
の
推
進

－

遊
佐
町
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
の
加
工

場
を
拠
点
と
し
、
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
の
事
業
と
連
携
し
、
加
工
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
農
業
の
主
力
産
品
で
あ
る
コ
メ
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
と
連
携
し
、

適
地
適
作
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
産
地
交

付
金
の
有
効
活
用
を
図
り
、
転
作
田
で
の

高
所
得
生
産
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
付

加
価
値
の
高
い
野
菜
や
花
き
に
つ
い
て
は
、

産
地
化
推
進
作
物
と
し
て
生
産
を
推
奨
し
、

農
業
者
の
所
得
向
上
と
産
地
拡
大
を
め
ざ

し
ま
す
。

園
芸
作
物
で
は
、
国
・
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
整
備

を
進
め
、
生
産
基
盤
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
営
農
確

立
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
、

新
規
就
農
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

県
営
圃
場
整
備
事
業
で
は
、
施
工
中
の

杉
沢
前
田
地
区
、
大
楯
地
区
、
当
山
Ⅰ
期

地
区
の
ほ
か
、
畑
地
区
に
つ
い
て
面
工
事

が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
当
山

Ⅱ
期
地
区
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
に
着
手

し
ま
す
。

漁
港
漁
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
と
連

携
し
、
漁
港
の
サ
ン
ド
ポ
ケ
ッ
ト
浚
渫
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
藻
場
造
成
及
び
増

若
者
に
選
ん
で
も
ら
え
る

ま
ち
づ
く
り

「
第
３
次
定
住
促
進
計
画
」
の
初
年
度

と
な
る
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
影
響
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
移
住
定
住

施
策
の
更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

町
外
で
暮
ら
す
方
を
対
象
と
し
た
交
流

会
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
も
視
野
に

入
れ
た
町
と
の
絆
づ
く
り
、
関
係
人
口
の

増
加
を
促
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
の
首
都
圏
等

で
開
催
さ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
等
へ
の
積
極

的
な
参
加
、
町
単
独
で
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー

開
催
に
よ
り
、
移
住
相
談
の
充
実
と
町
の

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
者

殖
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
、

未
整
備
森
林
の
森
林
整
備
を
加
速
さ
せ
る

た
め
、
県
及
び
関
係
市
町
村
と
の
共
同
に

よ
る
民
有
林
の
航
空
レ
ー
ザ
測
量
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
被
害
量
が
減
少
傾
向
に

あ
る
松
く
い
虫
被
害
は
、
さ
ら
な
る
被
害

縮
小
に
向
け
、
国
・
県
・
町
が
連
携
し
て

防
除
に
取
り
組
み
ま
す
。

－

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興

－

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
誘
客
手
段
・
事
業
開
発
に
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鳥
海
山
を
会
場

と
す
る
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
連
携
し

た
鳥
海
山
シ
ー
ツ
ー
サ
ミ
ッ
ト
第
10
回
記

念
大
会
の
開
催
に
向
け
、
今
年
８
月
に
本

県
で
開
催
さ
れ
る
「
山
の
日
」
全
国
大
会

に
繋
が
る
よ
う
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
資
源
を
教
育
や

観
光
に
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、２
０
２
６
年
を
目
標
に
、当
町

を
は
じ
め
と
し
た
構
成
市
で
「
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
を
め
ざ
し
ま

す
。日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

一
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け
た
要
望
活

動
と
と
も
に
、
地
域
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
移
住
支
援
や
移
住

後
の
生
活
支
援
、
移
住
者
同
士
の
交
流
に

取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
空
き
家
を
活

用
し
た
起
業
へ
の
支
援
、
空
き
家
を
賃
貸

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
場
合
の
支
援
等
に

よ
り
、
住
宅
が
必
要
な
方
へ
の
住
居
の
選

択
肢
の
充
実
や
、
移
住
定
住
の
促
進
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

新
た
な
視
点
や
ス
キ
ル
に
よ
る
町
の
様
々

な
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
任
期
終

了
後
の
定
住
に
つ
な
げ
る
支
援
を
継
続
し

ま
す
。

共
に
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

介
護
保
険
関
係
で
は
、
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
期
間
の
２
年
目
に
あ
た
り
、

高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た

生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
高
齢
者
福
祉
施

策
等
を
は
じ
め
介
護
保
険
制
度
の
安
定
し

た
運
営
に
努
め
ま
す
。

健
康
支
援
関
係
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
遊

佐
医
会
の
協
力
の
も
と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
５
歳
～
11
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体
と
連
携

し
進
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
関
係
で
は
、
国
保
世
帯

数
及
び
被
保
険
者
数
の
減
少
に
対
し
医
療

ジオパーク案内看板（十六羅漢）



2022. 4. 1 広報ゆざ ●  4

給
付
費
の
増
加
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正

な
算
定
を
お
こ
な
い
安
定
的
な
制
度
運
営

に
努
め
ま
す
。

障
が
い
福
祉
関
係
で
は
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

鳥
海
山
の
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
く
ら
し
の
創
造

臂
曲
地
内
の
岩
石
採
取
事
業
を
巡
る
係

争
は
、
令
和
２
年
12
月
に
仙
台
高
等
裁
判

所
に
お
い
て
、
町
の
主
張
が
ほ
ぼ
認
め
ら

れ
た
控
訴
審
判
決
が
あ
り
、
令
和
４
年
１

月
に
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、
町
の
条
例

に
よ
る
規
制
は
憲
法
第
22
条
１
項
に
違
反

す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
上
告
を
棄

に
求
め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
環
境
美
化
の
推
進
に
関

し
て
は
、「
遊
佐
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民
と
の
情
報
共

有
と
啓
発
に
努
め
な
が
ら
、
分
別
収
集
の

徹
底
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
、
ご
み
減

量
化
を
推
進
し
ま
す
。

治
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
月
光
川
水
害

予
防
組
合
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
堤
防
の
保
全
と
河
川
の
状
態
把
握

の
た
め
環
境
整
備
と
し
て
、
治
水
事
業
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
草
刈
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
の
多
重
化

を
図
る
た
め
の
新
た
な
ツ
ー
ル
導
入
の
検

討
、
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

対
策
の
た
め
の
物
品
を
含
む
資
機
材
・
備

却
す
る
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
控
訴
審
判

決
が
確
定
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
予

防
原
則
に
基
づ
く
町
の
条
例
が
司
法
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
地
方
自
治

と
っ
て
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
県
が
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
公

害
等
調
整
委
員
会
の
裁
定
事
案
に
つ
い
て

は
、
山
形
県
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
、

県
と
の
連
携
を
十
分
に
確
保
し
、
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
カ
ー
ボ

ン
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
町
主
導
に
よ
る
「
見

え
る
化
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。「
遊

佐
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
通
じ
て
、
安
全
安

心
の
生
活
基
盤
の
確
保
や
地
域
振
興
を
図

り
ま
す
。

遊
佐
沖
に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
の
導

入
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

遊
佐
部
会
に
お
い
て
、
想
定
海
域
や
景

観
・
自
然
に
関
す
る
事
項
、
漁
業
協
調
策

や
産
業
振
興
な
ど
の
検
討
を
重
ね
、
昨
年

の
９
月
13
日
に
国
土
交
通
・
経
済
産
業
両

省
に
よ
り
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
の
位
置
付

け
が
「
有
望
な
区
域
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
民
や
関
係
団
体
の
不
安
や
疑
問
を
解
消

し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
、
国
の
「
法

定
協
議
会
」
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
、
丁
寧
な
説
明
会
の
開
催
を
県
等

蓄
品
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害

へ
の
備
え
、
災
害
時
の
行
動
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活

用
し
た
出
前
講
座
や
避
難
所
開
設
訓
練
等

の
取
り
組
み
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
す
。

町
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
町
道
畑

西
線
の
改
良
を
含
む
広
畑
橋
架
け
替
え
事

業
、
舗
装
補
修
、
道
路
側
溝
整
備
を
計
画

的
に
進
め
ま
す
。

橋
梁
修
繕
に
つ
い
て
、
全
橋
点
検
に
お

け
る
診
断
結
果
を
も
と
に
「
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
」
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
町

道
に
架
か
る
１
１
７
橋
の
改
修
及
び
維
持

管
理
の
健
全
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
耐

用
年
数
の
延
伸
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
を
図
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
公
営
企
業
会

計
へ
の
移
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
策
定
し
た
耐
震
化
・
更
新
計
画
に
基
づ

き
、
水
道
管
や
配
水
施
設
等
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未
来
を
拓
く
、

い
の
ち
輝
く
町
民
の
育
成

「
第
２
次
遊
佐
町
教
育
振
興
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

教
育
行
政
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

小
学
校
に
つ
い
て
、
新
小
学
校
の
開
校

に
向
け
た
準
備
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、

新型コロナワクチン接種

万が一の為に防災訓練（遊佐中学校）
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「
遊
佐
町
立
小
学
校
新
校
開
校
準
備
委
員

会
」
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な

開
校
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
に

つ
い
て
、
学
校
運
営
協
議
会
を
核
に
し
た

地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
な
推
進
に

努
め
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

統
合
新
小
学
校
開
校
に
向
け
、
給
食
室
、

昇
降
口
、
職
員
用
執
務
室
の
改
修
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
佐
小
学
校
東
側

に
バ
ス
の
乗
降
場
所
と
徒
歩
通
路
を
含
め

た
駐
車
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
北
側

町
道
の
拡
幅
工
事
を
実
施
し
、
ゆ
と
り
を

持
っ
た
バ
ス
の
進
入
路
を
確
保
し
ま
す
。

山
形
県
立
遊
佐
高
等
学
校
の
支
援
に
つ

い
て
、
地
域
連
携
協
議
会
組
織
の
も
と
で
、

魅
力
化
に
か
か
る
検
討
・
協
議
を
図
り
な

が
ら
、
存
続
に
よ
る
地
域
の
発
展
の
た
め

の
支
援
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
新
た
な
教
室
の
開
設

を
行
い
、
新
校
開
校
を
見
据
え
た
放
課
後

の
児
童
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

－「
心
豊
か
に
い
の
ち
輝
く
町
民
の
育
成
」－

29
回
目
と
な
る
「
奥
の
細
道
鳥
海
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り

魅
力
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
な
る
よ

う
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

姉
妹
都
市
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク
市

派
遣
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

度
に
お
い
て
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
情
勢
が
好
転
し
た
場

合
は
補
正
予
算
に
よ
る
催
行
を
検
討
し
ま

す
。人

の
絆
で
織
り
な
す

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
５
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
統

合
新
小
学
校
開
校
後
の
空
き
校
舎
等
の
活

用
に
つ
い
て
、
町
民
等
で
構
成
す
る
検
討

委
員
会
で
活
用
案
の
議
論
や
意
見
聴
取
に

取
り
組
み
、
町
の
課
題
や
施
策
へ
の
対
応

と
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進
や
地
域
の

魅
力
化
を
目
指
し
ま
す
。

町
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
Ｊ
Ａ
み
ど
り

の
三
者
に
よ
る
、
地
域
農
業
と
日
本
の
食

料
を
守
り
、
持
続
可
能
な
社
会
と
地
域
を

発
展
さ
せ
る
共
同
宣
言
事
業
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、「
庄
内
・
遊
佐
太
陽
光
発
電
所
」

の
収
益
の
一
部
を
活
用
し
て
酒
田
市
に
設

置
さ
れ
た
庄
内
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
基

金
に
つ
い
て
、
基
金
活
用
に
係
る
協
議
会

の
運
営
を
通
し
て
、
庄
内
地
域
の
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
寄
与
し
、「
地
域
循

環
共
生
圏
」
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

読
書
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、「
第
２

次
遊
佐
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ま
た
、
開

館
時
間
・
休
館
日
の
見
直
し
を
行
い
、
町

民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

－「
歴
史
・
文
化
遺
産
の
継
承
と
活
用
」－

令
和
２
年
３
月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
小
山
崎
遺
跡
は
、
保
存
と
活
用
の
基

本
方
針
を
定
め
た
保
存
活
用
の
計
画
策
定

後
に
、
具
体
的
な
整
備
内
容
を
定
め
る
た

め
の
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
の
策
定
に
向
け
て
協
議
し
、
検
討
を

始
め
ま
す
。

遊
佐
町
史
下
巻
は
、
令
和
３
年
度
中
の

発
刊
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
が
、
執
筆
内

容
の
精
査
等
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
発

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
に
つ
い
て
、
返
礼
品
の
新
規
開
発

に
努
め
、
各
種
寄
付
受
付
サ
イ
ト
を
活
用

し
な
が
ら
、
経
費
節
減
と
手
続
き
等
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進
は
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
休
日
窓

口
の
開
設
ほ
か
、
休
日
に
お
け
る
申
告
相

談
窓
口
の
開
設
を
継
続
し
、
窓
口
手
数
料

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
裁
導
入
に
向
け
て
準
備

を
進
め
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
と
交
付
に
つ
い
て
は
、
毎
週
火
曜
日

の
夜
間
開
設
や
、
集
落
等
へ
の
出
張
申
請

を
実
施
し
、
カ
ー
ド
普
及
に
努
め
る
こ
と

と
し
、
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

庄内遊佐太陽光発電所

図書館での読みきかせ
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歳
　
　
入

歳
　
　
入

一　般　会　計

●
町
税

総
額
１
，
３
９
４
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
民
税
で
は
、
個
人
分
が
前
年

度
よ
り
１
，
５
０
０
万
円
増
額
し
て
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
家
屋
の

新
築
に
よ
る
増
収
を
見
込
む
半
面
、
償
却

資
産
の
大
規
模
な
新
増
設
が
見
込
め
な
い

た
め
３
，
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

●
国
・
県
支
出
金

総
額
で
９
，
５
９
１
万
円
の
減
額
と
し

て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
道
路
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
費
補
助
金
な
ど
が
減
額
と

な
る
一
方
、
県
支
出
金
で
は
新
規
就
農
者

経
営
発
展
支
援
事
業
費
補
助
金
な
ど
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
交
付
税
・
地
方
債

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
や
こ

れ
ま
で
の
交
付
実
績
か
ら
１
億
６
５
９
万

円
増
額
し
て
い
ま
す
。
地
方
債
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
財
源
に
財
政
措
置
の

有
利
な
過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
前
年
度
に
比
べ
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
の
建
設
事
業
費
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
た
め
、
３
億
５
，
４
８
０
万
円
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
繰
入
金
・
諸
収
入

繰
入
金
は
、
庁
舎
等
建
設
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
の
減
な
ど
に
よ
り
１
億
８
，
７
０

４
万
円
の
減
額
、
諸
収
入
で
は
産
業
立
地

促
進
資
金
貸
付
金
元
金
収
入
等
で
１
，
０

１
６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8484億億5,8005,800万円万円
一般会計予算総額一般会計予算総額

「遊佐町総合発展計画（第８次振興計画）第６期実施計画」に基
づき、令和４年度当初予算が編成されました。一般会計の当初
予算は84億5,800万円で、前年度に比べて5.4％、4億7,900万円
の減となりました。
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歳
　
　
出

歳
　
　
出

●
投
資
的
経
費

小
学
校
統
合
や
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
、
観
光
施
設
、
道
路
・
橋
梁
長
寿
命
化

等
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
す
る
一
方
、

新
庁
舎
建
設
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

３
億
５
，
３
３
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

●
人
件
費

職
員
給
料
や
手
当
、
共
済
費
等
の
減
額

に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
，
１
６
４
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
公
債
費

平
成
９
年
度
か
ら
の
繰
り
上
げ
償
還
や

近
年
の
金
利
水
準
の
低
下
に
よ
り
利
子
は

減
額
と
な
り
ま
す
が
、
過
疎
債
の
元
金
償

還
額
が
増
加
す
る
た
め
、
前
年
よ
り
５
，

２
７
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
繰
出
金

国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
・
下
水
道
等

の
各
特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
し
に
対
応

す
る
た
め
、
総
額
で
11
億
９
，
２
６
６
万

円
を
計
上
し
、
前
年
度
よ
り
１
，
５
２
９

万
円
、
１
・
３
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
物
件
費

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
事
業
や
小
学

校
適
正
整
備
事
業
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
６
，
０
４
１
万
円
、５
・
１
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
／
総
務
課
財
政
係

　
　
　

☎
25-

５
８
０
８

● 定住・緊急雇用・経済対策事業
舞鶴地区若者定住促進事業� 3,630
定住住宅空き家利活用事業� 544
子育て世帯移住促進事業� 337

新規 �遊佐高校魅力化地域連携支援事業� 1,862
持家住宅リフォーム支援金交付事業� 4,000
定住促進住宅建設整備支援金交付事業� 3,000
空き家再生地域おこし事業� 233

● 特徴的なソフト事業
Ⅰ　産業基盤の整備
中山間地域直接支払事業� 1億28
多面的機能支払交付金事業� 1億6,286
産業立地促進資金貸付金事業� 1億3,138

新規 �新規就農者育成総合対策事業� 1,579
Ⅱ 福祉・保健事業の充実
新規 �地域医療施設整備補助金� 1,150

介護保険支援事業� 3億399
障害者自立支援給付事業� 3億5,650
後期高齢者医療給付費� 2億6,135

新規 �ひとり親家庭等教育応援手当� 600
子どものための教育・保育給付事業� 1億7,338

Ⅲ　教育の充実
いのちの教育推進事業� 3,821
遊佐高校就学支援事業� 1,146
放課後子供教室推進事業� 1,027
学習支援塾推進事業� 133
史跡小山崎遺跡整備基本計画策定事業� 1,294

● 協働のまちづくり事業
きらきら遊佐マイタウン事業� 500
まちづくり活動支援事業� 5,465
地域おこし協力隊推進事業� 3,927

● 広域行政の推進
ジオパーク推進事業� 1,180

● 国際、地域間交流イベント等
国際交流事業� 300
遊佐ブランド推進事業� 1,855
観光誘客対策事業� 1,133
奥の細道鳥海ツーデーマーチ開催事業� 680

● 自然保護と安全確保
水循環保全事業� 464
山岳トイレ維持管理事業� 1,295

新規 �ゼロカーボンに向けた現況調査事業� 150
新規 �消防団運営交付金� 187

自主防災会活動推進事業� 182
● その他臨時的・特徴的経費

ふるさとづくり寄附金事業� 2億6,841
議会ＩＣＴ化推進事業� 308

遊佐パーキングエリアタウン建設事業� 2億1,403
小学校適正整備事業� 1億3,360
橋梁長寿命化修繕計画事業� 1億100
町道新設改良事業� 1億96
社会体育施設整備事業� 7,573
圃場整備事業� 6,700
観光施設整備事業� 2,810
小型動力ポンプ付積載車整備事業� 2,500
町道維持整備事業� 2,495
小学校施設改良事業� 2,335
保育園改修工事費� 2,273
災害対策施設整備事業� 1,754
庁舎管理費（臨時）� 1,550
消防施設整備事業� 1,540
保全松林健全化整備事業（衛生伐）� 1,500
防災資機材備蓄庫整備事業� 1,430
地域情報通信基盤管理事業� 1,200
松くい虫防除事業（地上散布）� 1,150
児童福祉施設整備事業� 1,112

主なソフト事業主なソフト事業（千円以下切捨て）（千円以下切捨て） 各会計予算の概要各会計予算の概要

主な投資的事業主な投資的事業（千円以下切捨て）（千円以下切捨て）

（単位：万円） （単位：千円、％）

（単位：万円）

会計区分 本年度
予算額

前年度
予算額 増減額 伸率

一般会計 8,458,000 8,937,000 ▲�479,000 ▲�5.4

国民健康保険
特別会計 1,525,000 1,451,000 74,000 5.1

公共下水道
事業特別会計 669,000 685,000 ▲�16,000 ▲�2.3

地域集落排水
事業特別会計 91,000 93,000 ▲�2,000 ▲�2.2

介護保険
特別会計 1,923,000 1,930,000 ▲�7,000 ▲�0.4

後期高齢者
医療特別会計 210,000 186,100 23,900 12.8

水
道
事
業
会
計

収益的
支出 384,303 387,246 ▲�2,943 ▲�0.8

資本的
支出 200,500 263,300 ▲�62,800 ▲�23.9

合計 13,460,803 13,932,646 ▲�471,843 ▲�3.4
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株式会社 金龍 遊佐蒸溜所ゆざ町のゆざ町の
ガンバルガンバル

第4回第4回

「ゆざ町のガンバル」は、遊佐町の元気ある企業や商店などを紹介して行
きます。今月は「企業編」で、県内有数の焼酎メーカーである株式会社金龍
に取材させていただき、2018年秋に稼働開始した遊佐蒸溜所に勤務する社員
の方にインタビューしました！

―― 企業DATA ――
株式会社金龍 遊佐蒸溜所
◎所在地	 遊佐町吉出字カクジ田20
◎電話番号	 0234-25-5321
◎創業	 平成30年10月
◎社長	 佐々木　雅晴 氏
◎従業員数	 ₆名
◎男女比率	 男性₄名（66.7％）
	 女性₂名（33.3％）

厳
選
の
カ
ス
ク
ス
ト
レ
ン
グ
ス
で
登
場

鳥
海
山
の
麓
で
あ
る
吉
出
地
内
に
お
い

て
稼
働
し
た
遊
佐
蒸
溜
所
。
同
蒸
溜
所
に

は
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
に
必
要
な
〝
良
質

で
冷
た
い
水
〟〝
清
澄
な
空
気
〟〝
適
度
な

湿
度
〟
が
そ
ろ
っ
た
良
好
な
環
境
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
稼
働
か
ら
３
年
間
バ
ー
ボ
ン

バ
レ
ル
で
熟
成
を
経
て
、
１
５
０
樽
の
中

か
ら
厳
選
さ
れ
た
こ
だ
わ
り
の
カ
ス
ク
ス

ト
レ
ン
グ
ス
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
令
和
４
年

２
月
に
発
売
し
ま
し
た
。

※
「
カ
ス
ク
ス
ト
レ
ン
グ
ス
」
と
は
、
加

水
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
瓶
に
詰
め
、
原
酒

の
ま
ま
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
で
あ
る
こ

と
。

　

「
バ
ー
ボ
ン
バ
レ
ル
」
と
は
、
ウ
イ
ス

キ
ー
を
熟
成
さ
せ
る
木
製
の
樽
の
こ
と
。

製
造
の
大
変
さ

齋
藤　

ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
は
、
私
が
入
社

し
て
か
ら
約
半
年
を
経
過
し
た
あ
た
り
か

ら
具
体
的
な
活
動
が
始
ま
り
、
新
し
い
こ

と
が
始
ま
る
ん
だ
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
工
場
が
で
き
て
か
ら
は
蒸

溜
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
麦
芽
を
粉
砕
し

て
糖
化
等
の
様
々
な
工
程
を
経
て
ウ
イ
ス

キ
ー
の
元
と
な
る
原
酒
が
出
来
上
が
り
ま

す
が
、
ス
チ
ー
ム
加
熱
等
の
火
加
減
は
自

動
で
は
な
く
従
業
員
が
調
整
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
加
減
が
最
終
的
原
酒
の
質
に

か
か
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
最
初
は
社
内

で
も
加
減
が
難
し
く
、
製
造
す
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。

バ
ニ
ラ
の
よ
う
な
甘
さ

齋
藤　

会
社
で
は
、
味
の
特
徴
は
蜂
蜜
、

バ
ニ
ラ
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
の
よ
う
な
甘
く

華
や
か
な
香
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
バ
ニ
ラ
の
よ
う
な
、
フ

ル
ー
ツ
の
よ
う
な
甘
さ
で
滑
ら
か
な
口
当

た
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
い
ま
販
売
し
て
い
る
も
の
は
蒸

溜
所
が
建
設
さ
れ
て
一
番
最
初
の
も
の
で

す
。
い
ま
熟
成
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ

と
違
っ
て
、
段
々
味
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
今
後
の
進
捗
が
楽
し
み
で
す
ね
。

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

　

商
品
が
完
成
し
て
期
待
半
分
、
不
安
半

分
で
し
た
が
、
３
年
前
に
作
っ
た
あ
の
お

酒
が
よ
う
や
く
市
場
に
出
回
っ
て
消
費
者

へ
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
す

ご
く
感
慨
深
い
気
持
ち
で
す
。

　

県
内
の
流
通
本
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
店
舗
で
は
品
薄
状
態
で
あ
る
と
も
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ａ
」
で
出
来
た
〝
世
界
に
ひ
と

つ
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
〟
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

製造課　齋藤　美帆さんYUZAシングルモルト ジャパニーズウイ
スキー ファーストエディション2022

遊佐蒸溜所
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当
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
61
名
の
認
定

ジ
オ
ガ
イ
ド
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
私

は
２
０
１
５
年
に
開
始
さ
れ
た
ジ
オ
ガ

イ
ド
養
成
講
座
で
「
伝
え
方
」
と
「
安

全
管
理
」
の
講
義
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
旅

行
が
広
が
り
は
じ
め
ま
し
た
。
家
に
居

な
が
ら
に
し
て
、
名
所
旧
跡
を
ガ
イ
ド

が
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
ス
マ
ホ
一
つ

あ
れ
ば
、
世
界
中
を
旅
し
た
気
分
が
味

わ
え
ま
す
。

で
も
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
現

地
に
行
っ
て
直
接
体
験
し
て
み
た
い
と

い
う
欲
求
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
湧
水
に
足
を
浸
し
て
み
た
い
。

砂
浜
に
寝
転
ん
で
満
点
の
星
空
を
眺
め

た
い
。
地
元
で
し
か
食
べ
れ
な
い
も
の

を
食
べ
た
い
…

こ
れ
か
ら
は
、
検
索
し
て
も
出
て
こ

な
い
こ
と
。
写
真
や
動
画
で
は
伝
わ
ら

な
い
こ
と
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
き
ま

す
。ジ

オ
ガ
イ
ド
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
提

供
で
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
ジ
オ
パ
ー
ク
愛
と
情
熱
こ
そ
が
、

大
き
な
魅
力
で
す
。

足
元
の
石
こ
ろ
が
輝
い
て
見
え
る
。

ジ
オ
ガ
イ
ド
は
そ
ん
な
体
験
を
演
出
し

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
会

い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る
水
と
命
の
循
環
」

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

大雪だった遊佐町もようやく雪が解けてきました。
今回の大雪で空き家の倒壊や屋根の雨漏り、外壁の
傷みなどの相談や報告が例年よりも多く集落支援員
に寄せられました。空き家を所有している方は雪解
けとともに、空き家の換気をしながら確認に行って
みることをおすすめします。集落支援員と定住促進
係と危機管理係で実施した空き家実態把握調査の結
果が出ました。空き家になった物件、更地や入居に
より空き家が解消になった物件を反映し、前年度よ
り15軒多い507軒でした。詳細は今後の広報でお知
らせします。
●集落支援員／渋谷一行、佐藤正子
●問／☎72-3981　

　（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

「鈴木さんだよの？んねが？」僕が役場から歩い
て帰宅途中でした。晴れ間に雪が路肩に残る景色の
中でせっせと雪かきをするおばあちゃんが話し掛け
てくれました。

またある日、僕が家の前に残る雪を川になげて溶
かしていたとき、雪溶かしはなんたるか、を丁寧に
教えてくれたおじいちゃんがいらっしゃいました。
ただ話しかけられてるだけなのにとっても嬉しい出
来事でした。

遊佐町に来て
３年目、知らな
いことばかり。
今この文章を読
んでくださって
いるまだ出会え
ていない皆さん
ともお話したい
です。

空き家の風雪被害、大丈夫ですか？

「遊佐に溶け込む、浸る」

遊佐さ来たなやの～。協力隊
― 地域おこし協力隊のリレーコラム ―

遊佐高校支援業務担当
鈴　木　晴　也　隊員

《第88回》

自然体験活動総括指導者
リードクライム株式会社　取締役

井
い

東
とう

　敬
けい

子
こ
	氏

ジオガイドに会いにいこう！

遊佐の暮らしを他地域に話しています！

第10回

ガイドの会で案内する様子
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～
移
住
者
交
流
会
～

２
月
27
日
㈰
、
桝
川
鮭
人
工
孵
化
場

に
お
い
て
、
遊
佐
で
遊
ぶ
会
「
鮭
稚
魚

放
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
い
な
か
暮
ら
し
遊
佐
応
援
団
が
、
町

に
移
住
し
て
き
た
方
を
対
象
に
、
遊
佐

の
魅
力
を
発
見
し
、
移
住
者
同
士
の
輪

を
作
る
と
同
時
に
、
遊
佐
で
の
暮
ら
し

を
知
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
毎
年

吹
浦
地
区
が

無
火
災
１
０
０
０
日
を
達
成

３
月
２
日
を
も
っ
て
吹
浦
地
区
が
無

火
災
１
０
０
０
日
を
達
成
さ
れ
、
３
月

３
日
㈭
役
場
内
に
お
い
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
酒
田
地
区
広

域
行
政
組
合
消
防
本
部
か
ら
吹
浦
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
町
か
ら
遊
佐
町

消
防
団
第
４
分
団
長
へ
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
に
吹
浦
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
の
佐
藤
勇

司
さ
ん
は
、「
吹
浦
は
観
光
で
多
く
の

人
が
来
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
あ
ら
ゆ
る

団
体
が
協
力
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
だ
け
で
は
な
く
、
区
長
会
や
婦

人
会
、
各
地
域
団
体
の
努
力
の
賜
物
で
、

次
の
１
０
０
０
日
に
向
け
て
応
援
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
、
感
謝
の
意
を
述

べ
ま
し
た
。
令
和
３
年
10
月
15
日
に
遊

佐
地
区
が
無
火
災
１
０
０
０
日
を
達
成

し
て
今
年
度
は
２
つ
目
。
今
後
も
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
10
名
が
参

加
し
、
掛
け
声
と
と
も
に
鮭
の
稚
魚
を

放
流
し
ま
し
た
。
鮭
は
川
に
放
た
れ
る

と
、
勢
い
よ
く
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
泳

い
で
い
き
、
一
晩
か
け
て
海
に
た
ど
り

着
き
ま
す
。
４
年
後
の
回
帰
が
楽
し
み

で
す
ね
。

日
頃
の
頑
張
り
が
評
価

～
町
児
童
生
徒　
　
　

教
職
員
表
彰
式
～

３
月
１
日
㈫
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
令
和
３
年
度
遊
佐
町
児
童
生

徒
教
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
受
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
児
童
・

生
徒
の
部
か
ら
６
名
、
教
職
員
の
部
か

ら
４
名
、
ま
た
、
１
校
に
学
校
研
究
発

表
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
児
童
・
生
徒
の
部
》

○
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校

２
年　

後
藤　

遙
翔
さ
ん

「
第
63
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展　

奨
励
賞
」

○
遊
佐
町
立
藤
崎
小
学
校

　

４
年　

梶
原　

英
知
さ
ん

「
第
63
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展　

奨
励
賞
」

○
遊
佐
町
立
蕨
岡
小
学
校

　

５
年　

佐
藤　

颯
汰
さ
ん

「
第
63
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展　

県
展
賞
」

○
遊
佐
町
立
遊
佐
中
学
校

　

３
年　

齋
藤　

麻
弥
さ
ん

「
第
40
回
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
山
形
県
大
会　

優
秀
賞
」

○
遊
佐
町
立
遊
佐
中
学
校

　

３
年　

佐
藤　

吏
希
さ
ん

「
中
学
生
の『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』

山
形
県
納
税
推
進
協
議
会
会
長
賞
」

○
遊
佐
町
立
遊
佐
中
学
校

　

３
年　

畠
中　

理
紗
子
さ
ん

「
山
形
県
『
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験

作
文
』　

優
秀
賞
」

《
教
職
員
の
部
》

○
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校

事
務
総
括　

石
垣　

智
子
氏

○
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校

教　

頭　

門
崎　

由
紀
氏

○
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校

教　

諭　

髙
橋　

義
博
氏

○
遊
佐
町
立
遊
佐
中
学
校

教　

諭　

阿
曽　
　

晃
氏

《
学
校
研
究
発
表
感
謝
状
贈
呈
》

○
遊
佐
町
立
遊
佐
小
学
校

研
究
主
題　

学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ

い
，
対
話
を
通
し
て
学
び
を
深
め

る
子
ど
も
の
育
成

　

～
国
語
科
の
学
習
を
通
し
て
～

１日１日の積み重ねが大事

今年の活動が評価

また帰ってきてね
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菜
な
ど
の
農
産
加
工
品
を
中
心
に
販
売

し
、
電
車
で
町
に
訪
れ
た
方
を
最
初
に

迎
え
る
い
わ
ば
「
町
の
顔
」
で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
の
乗
降
客
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
口
で
も
あ
る
た
め
、
町
内

外
の
多
く
の
人
達
の
憩
い
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
し
た
。「
ぽ
っ
ぽ
や
」
が

取
り
扱
っ
て
い
た
商
品
の
一
部
は
、
遊

佐
駅
か
ら
徒
歩
１
分
程
に
位
置
し
、
同

団
体
が
運
営
す
る
「
街
か
ど
サ
ロ
ン
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
ぽ
っ
ぽ
や
」
か
ら
皆
様
へ

町
内
の
観
光
物
産
お
よ
び
農
産
物
の

販
売
に
14
年
間
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
閉
店
す
る
こ
と
に
な
り
今
日
ま
で

ご
愛
顧
頂
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

伊
藤
聖
実
さ
ん
が
退
任

遊
佐
高
校
魅
力
化
を
担
当
し
て
い
た

伊
藤
聖
実
さ
ん
が
、
２
月
を
も
っ
て
退

任
し
ま
し
た
。
半
年
間
と
い
う
短
い
間

で
し
た
が
、
県
外
留
学
生
へ
の
対
応
や

高
校
魅
力
化
に
つ
い
て
様
々
な
業
務
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藤
井
の
棚
田

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
に
選
定

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」（
主
催
：
農

林
水
産
省
）
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に

関
す
る
取
組
を
積
極
的
に
評
価
し
、
棚

田
地
域
の
活
性
化
や
棚
田
が
持
つ
多
く

の
役
割
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優

良
な
棚
田
を
認
定
す
る
取
組
で
す
。

こ
の
た
び
、
２
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
つ
な
ぐ
棚
田
選
定
委
員
会
で
、「
藤

井
の
棚
田
」
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
藤
井
の
棚
田
」
で
は
、
鳥
海
山
麓

か
ら
見
下
ろ
す
日
本
海
と
庄
内
平
野
の

眺
望
と
棚
田
の
景
観
を
生
か
し
た
地
域

振
興
の
取
組
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

棚
田
に
栽
培
さ
れ
た
約
２
万
本
の
ひ

ま
わ
り
と
棚
田
の
景
観
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中

心
に
話
題
を
呼
び
、
多
く
の
観
光
客
を

集
め
る
、
棚
田
か
ら
花
火
を
打
ち
上
げ

る
「
藤
夢
花
火
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
棚
田
振
興
に
係
る
取
組
を
積

極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

長
年
の
功
績
が
評
価

 

庄
司
茂
正 

さ
ん

県
商
工
観
光
功
労
者
表
彰

３
月
９
日
㈬
、
庄
司
茂
正
さ
ん
が
令

和
３
年
度
山
形
県
商
工
観
光
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
平
成

15
年
か
ら
町
観
光
協
会
、
平
成
18
年
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
の

役
員
と
し
て
、
着
地
型
ツ
ア
ー
や
魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
な
ど
に
よ
り
町

の
観
光
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
13
年
間
同
協

会
の
理
事
長
を
務
め
、
平
成
19
年
度
に

は
、
協
会
で
第
３
種
旅
行
業
務
資
格
を

取
得
し
た
こ
と
で
、
町
内
の
旅
行
事
業

者
不
在
を
解
消
し
、
町
民
の
利
便
性
を

大
き
く
向
上
さ
せ
ま
し
た
。
他
に
も
Ａ

Ｎ
Ａ
搭
乗
券
発
券
機
の
導
入
や
Ｊ
Ｒ
遊

佐
駅
乗
車
券
発
券
業
務
を
行
う
な
ど
の

功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

環
境
保
全
に
役
立
て
て

…
寄
付
金
受
領

３
月
11
日
㈮
、
庄
内
風
力
発
電
株
式

会
社　

代
表
取
締
役　

前
川
聡
氏
と
、

株
式
会
社
庄
内
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー　

代

表
取
締
役　

加
藤
聡
氏
よ
り
、
６
０
０

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
社
は
十
里
塚
・
白
木
に
あ
る
８
基

の
風
力
発
電
機
の
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
る
会
社
で
、
町
の
環
境
保
全
活
動
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
金
は
環
境
保

全
基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

14
年
間
あ
り
が
と
う

「
ぽ
っ
ぽ
や
」閉
店

Ｊ
Ｒ
遊
佐
駅
構
内
（
ゆ
ざ
っ
と
プ
ラ

ザ
）
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
「
ぽ
っ
ぽ

や
」
が
３
月
25
日
㈮
に
閉
店
し
ま
し
た
。

同
店
は「
遊
佐
駅
前
賑
わ
い
再
生
事
業
」

の
一
環
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
14
年
間

に
わ
た
り
、
遊
佐
町
特
産
品
・
新
鮮
野

Yuza Town HotlineYuza Town Hotline

ありがとうございました

E-Bikeが設置される予定です

町の観光振興に大きく貢献されました

藤井公園付近
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遊佐中学校

卒卒 業業
2022.3.16

Congratulation
－今日の出来事は明日の思い出。さぁ、次に進もう。－
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固定資産の価格等の縦覧と課税台帳の閲覧

「おうち時間 家族で点検 火の始末」(全国統一防火標語)

町内に土地や家屋を所有している納税者の方は、
下記の期間中、町内の土地や家屋の今年度評価額な
どを字・地番順の縦覧帳簿でご覧になることができ
ます。

また、町内に固定資産をお持ちの方は下記の期間
中は無料（コピーが必要な場合を除く）で、その資
産の課税台帳をご覧になることができます。閲覧は
下記の期間以外でも可能ですが、その際は有料とな
ります。
●期間／４月１日㈮～５月31日㈫（但し、土・日・

祝日を除く）
●時間／午前８時30分～午後５時15分
●場所／町民課課税係
●手数料／縦覧帳簿：縦覧は無料（コピー不可）

課税台帳の閲覧：無料（コピーがいる方
は一枚10円の実費を申し受けます）

■春の全国火災予防運動が４月９日㈯～22日㈮の14日
間にわたり実施されます。
◎住宅防火　命を守る　10のポイント
●４つの習慣
・寝たばこは絶対にしない、させない
・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
・コンロを使うときは火のそばを離れない
・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜

く
●６つの対策
・火災発生を防ぐため、コンロ等は安全装置付きの機

器を使用する

●対象者／縦覧：町内に土地・
家屋を所有し、固定
資産税を納税している方（又は同居の家
族等）
閲覧：町内に固定資産を所有している方
（又は同居の家族等）

●持ち物等／運転免許証等の身分証明書（代理人の
方は委任状、借地・借家人や資産を処分
する権利のある方は、他に権利関係が分
かる書類）

※固定資産課税台帳の閲覧は通常どおり行っていま
すが、縦覧期間中は令和４年度分に限り、無料で
閲覧することができます。証明がいる方は通常の
手数料が必要です。（一枚400円）

●問／町民課課税係　☎72-5412

・火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する

・火災拡大を防ぐため、整理整頓、カーテン等は防炎
品を使用する

・火災の初期消火のため、消火器を設置し、使い方を
確認しておく

・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と方法を
確保し備える

・防災訓練へ参加、戸別訪問により、地域ぐるみの防
火対策を行う

●問／酒田地区広域行政組合消防本部予防課
　☎31-7146

鍼・灸・マッサージ施術費の助成

たき火、野焼きを実施する際の注意点たき火、野焼きを実施する際の注意点
例年火災が多くなる時期です。たき火や野焼きを行

う際の注意点を再確認してください。
１　枯れ枝等ごみ収集へ出すことが出来るものは出し、

なるべくたき火をしないようにする
２　たき火や野焼きをする際は、あらかじめ『火災と

まぎらわしい煙』の届け出をしてください
３　枯れ葉がある等火災が起こりやすい場所では、た

き火をしない
４　強風時及び乾燥時には、絶対にたき火や野焼き等

をしない
５　たき火や野焼き等をする時は消火器具を準備する

とともに、その場を離れず、最後は完全に消火する
こと

65歳以上の年金受給者で一定の要件を満たす方の税
金・保険料等は、年金からの差し引きにより納付いた
だいていますが、昨年の納税通知書にも記載したとお
り、今年２月の年金から下記の税金・保険料等が差し
引かれた方については、令和４年度の正式な額が決ま
るまで、引き続き４月・６月・８月にも２月と同額が
年金から差し引かれます。（町県民税については同額
とならない場合があります）
※なお、今年４月から仮徴収が新規該当になる方には、

お知らせを４月中旬までにお送りします。
　対象となる税金・保険料等／町県民税・国民健康保

険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
※令和４年度の正式な税額・保険料額と10月以降の差

し引き額は、６～７月に通知します。
●問／町民課課税係　☎72－５87６

ウクライナ人道危機に対する救援金を受付けていま
す。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。
●受付場所／健康福祉課　福祉係　
●受付期間／５月31日㈫までの開庁、開館日
●寄付方法／役場窓口に募金箱を設置しています。
●問／健康福祉課福祉係　☎72-5884

高齢者の健康保持や心身のやすらぎを図るため、
鍼・灸・マッサージ等の治療時に使用できる助成券の
交付を行っています。
●対象者／令和４年度中に満70歳以上となる方
●問・⃞申／健康福祉課 福祉係　☎72-5884

ウクライナ人道危機救援金の受付を開始

令和４年度 税金・保険料等が仮徴収されます令和４年度 税金・保険料等が仮徴収されます

固定資産税の
納税通知書は
₅月15日発送です
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小児向け新型コロナワクチン接種予約のお知らせ

 軽自動車税の減免申請は期限内に 軽自動車税の減免申請は期限内に
・減免の対象となる車両
（A） 身体障がい者等

（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳、戦傷病者手帳の交付を受けた方が所有者の
車両）

（B）満18歳未満の身体障がい者、知的障がい者、精
神障がい者

（上記の方と生計を一にする方が所有者の車両）
（C）自動車販売業者等が所有者であり、身体障がい

者の方が使用者である車両
・減免の対象とならない車両

自動車検査証に「事業用」と記載されている自動車、
リース車

●問／町民課課税係72-5876

町民税非課税世帯等臨時特別給付金申請お忘れないですか町民税非課税世帯等臨時特別給付金申請お忘れないですか

河川愛護活動団体の募集 鳥海ブルーライ鳥海ブルーラインン登山登山マラソンが延期マラソンが延期

新型コロナの影響が長期化し、様々な困難に合われ
た方の生活を支援するため、町県民税非課税世帯に対
し、１世帯10万円を給付しています。対象者には１月
24日から順次確認書を送付しています。

受付期間は、確認書の送付日から３か月以内となり
ますので、給付条件を満たす世帯は忘れずに手続きし
てください。
●注意／・確認書は世帯全員の所得状況が確認できて

いる世帯のみ送付しています。
・未申告等により所得状況が確認できない場

合は確認書を送付していません。
●問／企画課企画係　☎72-4523

令和４年度軽自動車税の減免申請をされる方は、次
の要領により、期限内に手続き願います。
●申請期間／４月１日㈮～20日㈬
●申請先／町民課課税係
●申請時に必要なもの／
・運転する方の運転免許証
※所有者が身体障がい者である車両を申請される場合

のみ、運転する方の運転免許証は不要です。
・自動車検査証(車検証)の写し
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手

帳、戦傷病者手帳
●注意事項／
・申請は、一人１台に限ります。（普通自動車税との

重複は不可）

蕨岡修験と文化・文化財の信仰の歴史と足跡をたど
るウォーキングイベントです。
●日時／４月17日㈰　午前９時～12時
●場所／蕨岡まちづくりセンター前広場集合
●定員／先着200人
●費用／300円（保険料等）※当日受付にて
●申込期限／４月10日㈰
●問・⃞申／蕨岡まちづくりセンター
　　　　　☎72-2231　Fax 72-4215

未来に伝える山形の宝
蕨岡修験道ウォーク2022参加者募集

河川等の美化活動に取り組む団体を支援します。
●対象／山形県が管理する河川や海岸区域の清掃、除

草、花の植栽などの活動を延長200㍍以上で
実施する団体

●支援内容／活動内容に応じて一定額を支払い詳しく
は、左記問い合わせ先までお願いします。

●申込期限／５月９日㈪
●問／庄内総合支庁河川砂防課　☎0235-66-5621

６月11日㈯に開催を予定していた第40回鳥海ブルー
ライン登山マラソン大会を、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大状況を踏まえ、参加者並びに町民の安全
確保を図るため、現状では開催が困難であると判断し、
第40回記念大会を令和５年度以降に延期いたします。 

何卒ご理解くださいますようお願いいたします。
●問／町民体育館　☎72-5454

遊佐町の小児向け新型コロナワクチンは３月から、
酒田市、庄内町と共同で集団接種を実施しています。
今後のワクチン予約についてお知らせします。
●対象／遊佐町に住所のある接種を希望する５～11歳

の子ども
※障がいや重篤な基礎疾患のある方はかかりつけ医に

事前に相談し、指示に従ってください。
●接種会場／平田農村環境改善センター（酒田市飛鳥

字契約場70-1）
●接種スケジュール／

⃝１回目の接種から３週間の間隔をあけて２回目を接
種します。

●予約開始日／４月４日㈪
●予約方法／必ず予約が必要です。１回目の予約と、

続けて２回目を予約してください。
※酒田市内の小児科医療機関への個別接種の予約はで

きません。
※キャンセルや変更の場合は予約日の５日前まで下記

の方法で手続きをお願いします。
＜電話予約＞遊佐町コロナワクチン接種コールセン

ター　月～金（祝日を除く）午前８時30
分～午後５時　☎0120-782-250

＜WEB予約＞右のQRコードを読み込み予約してくだ
さい（24時間対応）

●問／遊佐町新型コロナワクチン接種相談
ダイヤル　月～金（祝日を除く）

　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　☎72-5922

※今後のワクチン接種の予定については随時お知らせ
します。

１回目接種日 ２回目接種日 時　間

５月１日㈰ ５月22日㈰ 午前９時～
午後１時５月８日㈰ ５月29日㈰
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「遊佐町障がいを理由とする差別の解消の「遊佐町障がいを理由とする差別の解消の
推進に関する条例」を制定しました推進に関する条例」を制定しました

運転免許証の自主返納をお考えの方へ

遊佐町指定文化財補助金をご活用ください遊佐町指定文化財補助金をご活用ください

令和４年８月10日㈬～11日㈭・㈷に、第６回「山の
日」全国大会が山形県蔵王を会場に開催されます。現
在、大会周知のため県内各市町村で展示リレーを行っ
ており、当町では遊楽里で展示しています。ぜひご覧
ください。
●展示期間／３月28日㈪～４月22日㈮　午前９時～午

後５時
●展示場所／鳥海温泉遊楽里　１Ｆ展示ホール
●問／企画課観光物産係　☎72-5886

平成28年４月に施行された「障害者差別解消法」の趣旨に則り、障がいを理由とする差別の解消を推進し、共生
社会の実現を目指して「遊佐町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例」を制定しました。（令和４年
４月１日施行）

●問／健康福祉課福祉係　☎72-5884

遊佐町指定有形文化財（天然記念物を含む）を所有
し、文化財の修理等をお考えの方は、遊佐町指定文化
財補助金をご活用ください。
●対象事業／町指定有形文化財（天然記念物を含む）

の修理等
●助成する金額／補助対象事業費の２分の１以内で、

限度額は100万円。但し、補助対象
事業費が10万円以上のものが対象。

●申請方法／文化係で用意している所定の申請書及び
必要書類を提出してください

●申込期限／５月20日㈮
●問／教育課文化係　☎72-5892

運転免許証をご持参ください。
●受付時間／
　警察署：午前９時～午後４時30分（平日）
　交　番：午前９時～午後３時（平日）
●問／酒田警察署　☎23-0110
　　　遊佐交番　　☎72-3322
※酒田警察署では代理人による申請も可能です。
　必ず事前にご連絡ください。
※交番での手続きはお時間がかかります。
　必ず事前にお電話でお申し込みください。

●特典①／タクシー利用券（初乗り基本料金相当額）
20回分

町内に事業所があるタクシー会社（デマンドタク
シー含む）で利用可能

●特典②／運転経歴証明書申請手数料の全額補助
●問／総務課危機管理係　☎72-5895

遊佐町在住の満６５歳以上の方は遊佐町在住の満６５歳以上の方は
運転免許証自主返納支援事業の運転免許証自主返納支援事業の

対象となります対象となります

酒田警察署または遊佐交番で酒田警察署または遊佐交番で
お手続きできますお手続きできます

第6回「山の日」全国大会
展示リレーを開催しています

障がいを理由とする差別とはどんなこと？
「障害者差別解消法」と「遊佐町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例」では、「不当な差別的

取扱い」と「合理的配慮をしないこと」の２つの差別を禁止しています。

不当な差別的取扱いとは？ 合理的な配慮をしないこととは？
　正当な理由なく、障がいがあることを理由として、
障がいのある人を障がいのない人と異なる扱いをする
こと。
　例えば、正当な理由なく、「障がいがある」という
理由で、お店に入ることができないなど、障がいのな
い人と違う扱いを受けたり、場所や時間を制限したり、
障がいのない人に対しては付さない条件を付すことに
より、障がいのある人の権利利益を侵害することは、
「不当な差別的取扱い」として禁止されます。

　障がいのある人の障がいに合わせた必要な工夫やや
り方をしないこと。

　障がいのある人から、困っているときに、その人の
障がいに合った必要な工夫ややり方を伝えられた場合、
負担が重すぎない範囲で対応することを、合理的配慮
といいます。合理的配慮の提供に当たっては、勝手な
判断をすることなく、障がいのある本人の意向を最大
限に尊重することが大切です。

４月６日～1５日は春の交通安全県民運動期間です！
「互いに守る　思いやり」を持って、交通安全に努めましょう！
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令
和
４
年
度　
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座

町
の
仕
事
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
聞
き
た
い
内
容
を
、
町
職
員
等
が
地

域
に
出
向
い
て
説
明
し
意
見
交
換
を
行

う
事
業
で
す
。
お
気
軽
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
／
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
5
人
以
上
の
団
体
グ
ル
ー

プ
等

▼
開
催
時
間
／
午
前
9
時
～
午
後
9
時

ま
で
の
2
時
間
以
内

▼
開
催
場
所
／
町
内
に
限
り
ま
す

▼
講
師
／
町
職
員　

※
講
座
内
容
に
よ

り
、
推
進
員
が
行
う
な
ど
適
宜
変
更

あ
り
。

▼
講
師
料
／
無
料

▼
応
募
方
法
／
申
込
書
・
メ
ニ
ュ
ー
一

覧
は
町
Ｈ
Ｐ
の
他
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
⃞申
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
72-

２
２
３
６

『
鳥
海
山  

お
も
し
ろ
自
然
塾
』

春
の
山
野
草
ハ
イ
キ
ン
グ
と
打

ち
た
て
そ
ば
昼
食

し
ら
い
自
然
館
周
辺
で
、
春
の
山
野

草
を
探
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
。

そ
の
後
し
ら
い
自
然
館
で
、
打
ち
た

て
茹
で
た
て
の
金
俣
そ
ば
と
、
山
野
草

の
天
ぷ
ら
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
山
菜
採
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
／
５
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

▼
場
所
／
し
ら
い
自
然
館

▼
対
象
／
一
般

▼
定
員
／
15
名

▼
受
講
料
／
２
，
２
０
０
円
（
保
険
料
、

食
事
代
含
む
）

▼
服
装
、
持
ち
物
／
歩
き
や
す
い
服
装

お知らせ
YUZA

INFORMATION

（
雨
天
時
は
雨
具
、
長
靴
等
）

▼
申
込
締
切
／
５
月
９
日
㈪

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
・
⃞申
／
四
季
の
森　

し
ら
い
自
然

館
内　

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推

進
協
議
会
事
務
局

　

☎
72-

２
０
６
９

令
和
４
年
度　
さ
ん
ゆ
う
体
験

農
園　
参
加
者
募
集
！

▼
募
集
内
容
／
「
さ
ん
ゆ
う
」
前
の
畑

12
区
間
を
貸
出
し
し
ま
す
。

　

一
区
画
は
6
坪
程
度
。
種
子
や
道
具

な
ど
は
全
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
料
金
／
２
，
０
０
０
円
（
1
区

画
）

▼
利
用
期
間
／
4
月
25
日
㈪
～
11
月
30

日
㈬

▼
応
募
資
格
／
畑
を
適
正
に
管
理
で
き

る
方
。
町
外
の
方
も
可
。

▼
申
込
締
切
／
4
月
20
日
㈬

▼
問
・
⃞申
／
さ
ん
ゆ
う

　

☎
72-

４
５
０
０

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別

措
置
法
無
料
相
談
会

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
患

者
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
4
月
9
日
㈯　

午
後
1
時
30

分
～
4
時
（
3
時
受
付
終
了
）

▼
場
所
／
酒
田
市
中
央
公
民
館　

４
０

８
・
４
０
９

▼
費
用
／
無
料

※
事
前
お
申
込
み
が
優
先
で
す
が
、
当

日
会
場
で
の
申
込
み
も
可
で
す
。
個

人
情
報
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

▼
問
／
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
山

形
・
福
島
事
務
所

　

☎
０
２
５-

２
２
３-

１
１
３
０

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
は
る
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
／
4
月
24
日
㈰　

午
前
・
午
後

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
内
容
／
春
の
里
山
さ
ん
ぽ
、
ク
ラ
フ

ト
、
た
き
火
Ｄ
Ｅ
お
や
つ
な
ど

▼
定
員
／
各
回
先
着
30
名

▼
申
込
期
間
／
4
月
10
日
㈰
～
15
日
㈮

▼
問
・
⃞申
／
金
峰
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
３
５-

24-

２
４
０
０

第
１
回
わ
く
わ
く
ス
タ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▼
日
時
／
5
月
7
日
㈯　

午
後
7
時
～

8
時
30
分

▼
内
容
／
「
春
の
星
座
を
探
し
て
み
よ

う
！
」

※
雨
・
曇
天
時
「
惑
星
メ
ダ
ル
」
ク
ラ

フ
ト
代
金
：
一
人
40
円（
当
日
集
金
）

▼
対
象
／
庄
内
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

（
各
先
着
40
名
）

▼
持
ち
物
／
飲
み
物
（
任
意
）

▼
申
込
期
間
／
4
月
10
日
～

▼
問
・
⃞申
／
金
峰
少
年
自
然
の
家

　

☎
０
２
３
５-

24-

２
４
０
０

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
種
類
／
甲
種（
全
類
）乙
種（
全

類
）

▼
日
時
／
5
月
21
日
㈯　

午
前
中

▼
場
所
／
庄
内
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
酒
田
市
山

居
町
二
丁
目
3
番
8
号
）

▼
申
込
方
法
／
電
子
申
請
及
び
書
面
申

請
（
申
請
用
紙
は
消
防
本
部
及
び
各

消
防
署
に
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
期
間
／
電
子
申
請
4
月
1
日
㈮

～
4
月
11
日
㈪

　

書
面
申
請
4
月
4
日
㈪
～
4
月
14
日

㈭
▼
問
／
一
般
社
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　

☎
０
２
３-

６
３
１-

０
７
６
１

マイナちゃん情報局マイナちゃん情報局  vol.3vol.3　　～交付率大幅アップしました！～～交付率大幅アップしました！～
昨年度は、出前講座や企業、確定申告会場などに

申請コーナーを開設した際には、たくさんの方から
お越しいただき、誠にありがとうございました。令
和４年２月末時点の町の交付数は4,340枚（内、令
和３年度中の交付数は1,957枚）で、交付率は32.4％
です。令和３年３月末時点では交付率が17.5％だっ
たため、１年間で取得した方が大幅に増えた結果と
なりました。しかし、全国平均42.4％、県平均
38.0％と、比較すればまだ取得率が低い状況です。

今年度もマイナンバー
カードの利便性や取得率
を向上させるため、様々
な取り組みを検討してい
ます。引き続き本情報
コーナーにご注目くださ
い。
●問／町民課町民係
　　　☎72-5411

新型コロナウイルスワクチン接
種会場での出張申請コーナー
の様子
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広域情報
コーナー ははんんここたたんんなな
●期間／４月８日㈮～17日㈰
●場所／日和山公園
●内容／千石船のライトアップ・ぼんぼり点灯（期間中の午後６時30分

～９時）・露店の出店あり
●問／酒田市交流観光課観光戦略係　☎26-5759

第42回酒田日和山桜まつり 酒田

●期間／４月８日㈮～24日㈰（桜が散り次第終了）
●場所／舞鶴公園、八森自然公園など
●内容／舞鶴公園桜のライトアップとぼんぼり点灯（午後６時30分～９

時）
◆ライトアップは桜開花後に行います。
●問／八幡総合支所地域振興係　☎64-3111

舞鶴公園桜まつり 酒田

●日時／４月15日㈮～17日㈰　午前10時～午後４時
●場所／松ヶ岡開墾場周辺
●内容／手仕事展、オーガニックマルシェ　ほか
●問／松ヶ岡桜まつり実行委員会（事務局：松ヶ岡産業）
　　　☎0235-64-1331
■あつみ温泉・温海川河畔　夜桜ライトアップ

松ヶ岡桜祭り 鶴岡

■「春のファン感謝ウィーク」開催
●日時／４月16日㈯～24日㈰　午前９時～午後５時まで
●対象カート／スポーツカート、レジャーカート
●問／カートソレイユ最上川　☎0234-42-2282
　　　商工観光課観光物産係　☎0234-42-2922

カートソレイユ最上川へ遊びに出かけよう!!! 庄内

●日程／４月中旬～５月上旬の日没～午後11時
●問／あつみ観光協会　☎0235-43-3547
■由良海洋釣り堀オープン
●日時／４月23日～10月16日の土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後５時
●費用／大人…1,200円　中学生以下…600円（入場のみは100円）
●その他／さお、餌の持込み禁止。詳しくは鶴岡市ホームページをご覧

ください。
●問／同釣り堀　☎0235-73-2666

●日時／４月15日㈮　午前10時30分～12時30分
●会場／余目駅前クラッセ（集合）→余目八幡神社・八幡公園など→
　　　　ハナブサ醬油（庭園内での観桜会）→内藤秀因水彩画記念館→
　　　　クラッセ（解散）※余目観光ガイドがご案内します。
●参加費／無料
●申込期限／４月11日㈪
●問／庄内町観光協会　☎42-2922

「枝垂れ桜観桜会」～春らんまん♪
桜と史跡を巡る散歩道～ 庄内

【お問合せ】 72-5455 または 080-9630-6142　遊佐町遊佐字鶴田29-2（町民体育館内）
【ホームページ】 https://www.yuza-yuzu.com

ゆ ず

特別養護老人ホーム　松濤荘
職種・募集 介護員（スタッフ職員）
募集人員 ２名
雇用期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日（契約更新可能性有）
業務内容 施設利用者の日常介護全般
応募要件 不問

給与・待遇

〇基本給：152,100円～156,700円
〇通勤手当（距離に応じて支給）、夜勤手当（１回5,000

円）、業務手当（月5,000円）、資格手当、休日勤務
手当　他　賞与年２回（１回131,220円）

〇年次有給休暇、健康維持増進・家庭生活充実休暇（年
６日）その他特別休暇有り

〇雇用保険・健康保険・厚生年金保険・労災保険　加
入　退職手当金制度　加入あり

就業時間 週40時間（４週８休）夜勤含む変則勤務
※勤務時間等について、相談に応じます。

問 特別養護老人ホーム松濤荘　担当：髙橋・本間
☎76-2103

デイサービスセンターキャット遊佐

募集職種 デイサービス介護職員

給与等 時給850円～
制服貸出、雇用保険、労災保険加入

資格要件 不問（介護福祉士／初任者研修など資格あれば
尚可）

就業時間 午前８時30分～午後４時30分
土日休み、勤務日数、時間について相談可

選考方法 書類審査、面接

問 有限会社キャットハンドサービス　☎35-1780
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学び学び

広場広場

カレンダー
生涯学習センター
☎72-2236

旧青山本邸  ☎75-3145
４日㈪・11日㈪・
18日㈪・25日㈪

町民体育館  ☎72-5454
11日㈪・25日㈪

総合福祉センター  ☎72-4715
土日・祝日はお休みです。
※介護保険の事務所は営業して
います。

あぽん西浜  ☎77-3333
11日㈪・25日㈪

※営業時間 午前６時～午後９時30分
（最終受付 午後９時）

日 曜日 時　間 事　　　項

3 日 9：00～ 消防団新入団員研修（町体・トレセン）

5 火 町民体育館一般開放日

9 土 7：00～ ＪＡ庄内みどりカップ中学硬式野球大会（サンスポ）
～10日まで

19 火 町民体育館一般開放日

24 日 8：00～ 遊佐町野球連盟春季大会（サンスポ）

27 水 8：20～ 第66回山形県縦断駅伝競走大会（月光橋スタート）
～29日まで

29 金・祝 昭和の日

町体休館日　 ₄月11日㈪・25日㈪
※4月よりトレーニングルーム相談日の日程が変更となります。
　講習会は毎月₄回（第₁、₂、₄週目水曜日、第₃週目土曜日）開催します。
トレーニングルーム相談日　₄月₆日㈬・13日㈬・23日㈯・27日㈬　18:30～19:30
※参加希望の方は、午後₆時20分まで町民体育館₂階事務室で受付を済ませてください。
※₆日・13日・23日は町民体育館、27日は農業者トレーニングセンターでの実施となります。

生生 涯涯 学学 習習

雪が残る鳥海山をバックに雪解け水が勢いよく流れる洗沢川と堤
防沿いの桜並木が調和する中山桜は有名ですが、高瀬地区には、ま
だまだ桜の穴場的名所が沢山あります。

その中の一つ、東山の桜街道は、東山バス停から集落へ続く道の
桜で、どこか懐かしさを感じる風景です。

また、下当の成立学校跡地をはじめ各学校跡地には樹齢100年を
超える桜が至るところに咲いていて、豊かな高瀬の春を寿いていま
す。

この春、桜パワーを感じに高瀬桜開運アップ巡りはいかがでしょ
うか。　●問／高瀬まちづくりの会　☎72-2937

高瀬まちづくりの会 高瀬桜見どころ紹介高瀬桜見どころ紹介
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本が好きな子どもを育む（遊佐町子ども読書活動推進計画のテーマ） ◎町立図書館4月利用案内
平　日　午前９時～午後６時
土日祝　午前９時～午後５時
休館日　５日㈫・19日㈫

☎ 72－5300　FAX 72－5301
https://yuzamachi-yamagata.or.jp/

図書館だより図書館だより

状況に応じて、開館時間や提供できるサービスやイベント内容が変更になる場合がございます
随時公式サイト上でお知らせいたしますので、webもしくはお電話などでご確認くださいますようお願いいたします

エコすまいる通信エコすまいる通信

【今月のテーマ】
無許可回収業者にご注意を！

2月のごみの収集量  （単位：ｔ）

※ごみの量は、酒田地区広域行政組合に搬入している量です

広 報 版

春は各家庭において、家電や家具の買い
替えが急増するシーズンです。

廃家電や粗大ごみなど、廃棄物を処分す
る場合には、無許可業者にご注意ください。
ご家庭から出されるごみは、遊佐町の一般
廃棄物収集運搬業許可を持った事業者以外
が回収することはできません。

無許可業者の掲げる「産業廃棄物処理業
許可」や、「古物商許可」では家庭ごみを
回収することはできません。

全国では、無許可業者に引き渡した結果、
不法投棄されたり、後から高額な回収料金
を請求される等の脅迫や詐欺につながった
事例が多数報告されています。

無用なトラブルを避けるためにも、無許
可回収業者は利用しないようにしましょ
う！
●問／地域生活課環境係　☎72-5881

ごみの種類 3年度
（A）

２年度
（B）

増減
（A－B）

もやすごみ 148.40 159.46 △11.06
資源ごみ 9.87 10.09 △0.22
埋立ごみ 2.16 2.71 △0.55
ペットボトル 2.20 2.32 △0.12

【第２展示コーナー】 今こそ�究極のストレッチ�
【第３展示コーナー】 本屋大賞受賞作・候補作特集
【玄関ショーケース】 走る先に未来がある�（駅伝小説特集）
【特　別　展　示】 親子で選ぶ一冊
展示される本の内容は、webでも見ることができます
遊佐町立図書館 で検索→【本を探す】→【図書館おす
すめ】のページへどうぞ♪

イ
ベ
ン
ト

テ
ー
マ
展
示

CD・DVDの貸出を始めます
図書館で借りられるCD、DVDの種類を増やしました。

子ども向けアニメも、大人向けの作品も、
おうちでゆっくりお楽しみください

休館日カレンダー
4月……

5日㈫ ・ 19日㈫
5月……

6日㈮ ・ 17日㈫
6月……

7日㈫ ・ 21日㈫
2022年4月から

開館時間・休館日が変わりました

場　所：視聴覚コーナー
（雑誌・新刊コーナーの向かい側）

借り方：CD・DVDあわせて5点まで
3週間借りられます

返し方：必ずカウンターへ！
（破損の恐れがあるので、
返却ポストは利用できません）

ご注意ください
図書館のDVDは図書館で利用するための
『権利』を含めた特別なDVDです。
紛失・破損の場合、弁償の金額が市販の

DVDよりも高額になります。
丁寧なお取り扱いをお願いします。

◆まほうのじゅうたん・おはなし会� （素語り）
【町立図書館にて】  ４月９日㈯　10時30分～
◆わくわくらんど� （０～３歳向けおはなし会）
【子どもセンターにて】 ４月22日㈮　11時～
◆おはなしわーるど�（幼児～児童向け短編上映会）
【町立図書館にて】  ４月23日㈯　10時30分～



くらしの情報
こ　こ　ろ　の　相　談　窓　口
〜ひとりで悩まずご相談ください〜

♥健康福祉課健康支援係	 ☎72－4111（平日8：30〜17：15）
♥庄内保健所地域保険福祉係	 ☎0235－66－4931（平日8：30〜17：15）
♥山形いのちの電話	 ☎023－646－4343（13：00〜22：00年中無休）

遊佐町介護予防 通所型サービスC事業
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4月の各種相談

健康カレンダー
日にち 受　付 事　業　名 対　　　象

₄／12㈫

個別の
ご案内を

ご覧ください

２歳児歯科健診 令和₂年₁月～
₃月生まれの方

₄／13㈬ ３歳児健診 平成30年10月～
12月15日生まれの方

₄／20㈬ ３～４か月児健診 令和₃年12月～
令和₄年₁月生まれの方

₅／11㈬ ９～10か月児育児相談 令和₃年₇月～
₈月生まれの方

※幼児の健診においでの際は歯みがきをすませ、歯ブラシをご
持参ください。
※受付時間等の詳細は個別の案内を参照してください。
※母子健康手帳の交付について
・母子健康手帳は妊娠11週までに交付を受けましょう。
・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日午後１時30
分～３時に行います。
・月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください。
・印鑑、マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードま
たは通知カード）、運転免許証をお持ちください。

●行政相談【遊佐町役場　第2会議室
　　　　　　午後１時～３時】
　20日㈬　相談員／菅原　三康・佐藤　正子
　問／総務課総務係　☎72-3311
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「外出の機会がない」「他者と交流する機会がな
い」「物忘れしやすくなった」など、活動不足傾向
にある方などを対象に、遊佐町では介護予防のため
の「いきいき元気教室」を開催します。心身機能の
予防に力を入れたい方は是非申し込みください。
●内容／健康チェック、運動や栄養、口腔、認知機

能の低下予防のための取り組み
●日時・会場／

＊「遊佐会場」（ゆうすい）　毎週水曜日
　午前９時30分～11時30分
　令和４年５月11日～７月27日（全12回）
＊「酒田会場」（福祉のひろば）　毎週木曜日
　午後１時30分～３時30分
　令和４年５月12日～７月28日（全12回）
　※どちらかの希望会場になります

●対象／要支援１．２の介護認定を受けている方、
または「基本チェックリスト」で事業対象
者と判定された方

●参加料／１回利用ごとに350円
●その他／送迎もできます
●問・⃞申／遊佐町地域包括支援センターゆうすい
　　　　　☎71-2130

いきいき元気教室（春コース）へのお誘い



遊佐町の人口 子育て子育てカレンダーカレンダー
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計／13,033（－15）
男／ 6,243（－ 8）
女／ 6,790（－ 7）

世帯数／ 4,961（－ 3）
※2月末現在（　）内は前月比 

₂月₁日～₂月28日まで分

※ご家族等から広報掲載の承諾をい
ただいた方のみ掲載しています

₂.₁	 髙橋　帆
ほ の

乃ちゃん	 北宮田
	 （正弘・千佳）

₂.20	 畠中　海
かい

里
り

くん	 宿町四
	 （浩哉・英里）

₂.27	 佐藤　琴
ことみ

海ちゃん	 升　川
	 （泰幸・充希）

お誕生おめでとう

₂.₁	 伊　藤　節　子（89）	 上小松

₂.₂	 尾　形　澄　夫（91）	 中　山

₂.₃	 金　内　蟋　一（96）	 谷地下

₂.₄	 𫝆　井　トキ子（89） 楸　島

₂.₅	 三　浦　俊　雄（65）	 横町一

₂.₉	 小野寺　喜代𠮷（81） 杉沢北

₂.13	 金　野　　　房（98）	 下当下

₂.15	 伊　藤　又　太（95）	 杉沢南

₂.16		三　浦　善　一（96）	 十日町

₂.20	 金　子　一　夫（71）	 丸　子

₂.21	 本　間　榮　勝（94）	 東宮田

₂.22	 渋　谷　富士子（92）	 大谷地

₂.27	 冨　樫　藤　美（88）	 広　野

₂.27	 髙　橋　太　一（48）	 宿町一

₂.28	 佐　藤　正　義（81）	 升　川

ご冥福をお祈りします

保育園 　
問・申込先

◎遊佐保育園　☎72-2248 ◎藤崎保育園　☎76-2008
◎吹浦保育園　☎77-2031 ◎子どもセンター　☎72-5858
◎子育て支援センター（子どもセンター内） ☎72-2809

育児相談（電話・面接）　毎週月曜日～金曜日　午前9時～午後5時

子どもセンター

わくわくめーる

未就学児、小学生のお子さんとその家族の皆さんであればどなたでもご利用できます。
未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険のないように遊ばせて下さるようお願い致します。

開館時間　午前9時～11時30分 午後1時30分～3時30分

各事業の詳細は支援センター発行の「わくわくめーる」で
お知らせしています。Aコープ吹浦、ツルハ、セイムス、
エルパ、図書館などに置いてあります。

のびのび広場
日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

8 金 のびのび
広場

午前10時
　～11時

子ども
センター
幼児室

２歳児以上の身体測定がで
きます。一年間の測定カー
ドを準備しております。

なし

すくすくクラブ
日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

12 火 顔合わせ会 午前10時
　～11時

子ども
センター
集会室

令和４年度のすくすくクラ
ブメンバーが集まって、顔
合わせ会をします。
どんな活動をしたいかみん
なで話し合いましょう。

「すくすくクラ
ブ」はサークル
活動です。
興味のある方は
スタッフまで声
をかけて下さい。

あそびの広場「つくってみよう」
日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

21
22
木
金
こいのぼり
制作

午前10時
　～11時

子ども
センター
集会室

子ども達のすこやかな成長
を願って、こいのぼりを一
緒に作りましょう。

申込不要
材料がなくなり
次第終了となり
ます。先着12組

わくわくらんどは４月22日㈮午前11時頃から始まります。何をするかはお楽しみに！
※町内各保育園の支援スペースも開放しています。遊びに行く際は、各保育園にお
問い合わせください。	

※各事業の内容は毎月の広報ゆざ、わくわくめーるでお知らせしますが、コロナウィ
ルス感染状況によっては、延期または中止になることがあります。ご了承下さい。

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

15 金 ０・１広場
午前9時
30分～

11時30分

子ども
センター
集会室

身体測定、離乳食相談もで
きます｡
母子手帳とフェイスタオル
をお持ちください。また、
今年度も助産師さんによる
母乳、ミルク相談も行って
います。個別のおっぱいケ
アをご希望の方は事前に予
約が必要となります。（２
名様まで）

おっぱいケア
のみ要予約

申込：健康支援係
☎72－4111

0・１広場

4月

あそびの広場「みんなで遊ぼう」
日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込期間

20 水 舞鶴公園に
出かけよう

午前10時
　～11時 舞鶴公園

バスに乗って春を見つけに
出かけましょう。
持ち物／帽子、水筒、各自
必要と思われるもの（参加
者は9：50までセンターにお
集まりください）

4／1～4／15
子育て支援
センター

対象　１歳以上
未就園児の親子
先着６組
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なわとび50回
とべるようになりたいな！

　３月16日㈬、遊佐中学校にて卒業式が行われました。今年
卒業する３年生は103名。子どもたちは、これまでお世話に
なった先生や友達に感謝し、来月からそれぞれ新しい道を歩
み始めます。頑張ってください。ご卒業おめでとうございます。

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

わが家のおえかきおえかき
だいすき!だいすき!

小野寺　凌
り く

久くん
（５歳）

遊佐保育園　杉沢南

父：健志さん 母：ひとみさん

山形県のおでこに位置する遊佐町。町には老若男女問わず
きらっと光る町民の姿があります。このコーナーでは
そんな星のような明るさを持った方々を紹介していきます。

3人いつまでも3人いつまでも
仲良し兄妹でいてね！仲良し兄妹でいてね！

髙橋　　晴
はる

くん  （６歳）
髙橋　　花

はな

ちゃん （４歳）
髙橋　　陽

ひな

	ちゃん （１歳）
父：直貴さん　母：舞さん

広　野

普段は介護施設で働いている佐藤さん。昭和のころから父が
続けてきたフラメンコギターを受け継いで２代目になりました。
実は、佐藤さんが小学校の頃、面白さを実感できなかったため
父から勧められたフラメンコギターを断った過去があります。
しかし、高校生になった頃、父が他界したことがきっかけで、
受け継ぐことに決めました。
現在は、フラメンコギターの普及活動に加え、仲間たちと集
まり楽しんでいます。町の芸術文化協会主催のギターコンサー
トの参加や出前等で演奏を聞きにきた方に楽しんでいただいて
います。
日本音楽とリズムも違うし、指の使い方も違います。ピック
ではなく指。弾き方もリズムも独特で、やっていて不思議と思
う瞬間があるそうです。ギターを始めるにはコードを覚える等、
ハードルが高いと思い、躊躇されるかたも多いですが、定年後
に始める方もいらっしゃいます。「人間誰しも年を取れば全盛
期の維持というのは難しくなりますが、悲観することは全然な
くて、若さが全てではなく、それぞれが趣味を持つことで町が
元気になる。そういった好循環のもと、フラメンコギターは、
踊り、歌、演奏があり、ひとつの音楽から複数の楽しみ方があ
る音楽としてよいものだと思う。」とギターの奥深さを話しま
した。

「フラメンコギターは相棒」

SATO Takeharu

佐藤　武治 さん（丸子）　　（左）

先日、１ケ月に５・６回
は映画を見るという息子と
一緒に映画館へ行った。映
画を見るのは数年ぶりだが、

映画館の魅力は大スクリーンと迫力ある音響、
そして非日常空間を味わえることである。で
きれば頻繁に映画鑑賞したいものだが、しか
し、その前に自動発券機のタッチパネル操作
を自分でできるかどうかが問題。さて、４月
に入り令和４年度版人生劇場の封切りである。
　広報担当 カ

雑感
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学
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